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第２学年 ３期 算数科「長方形と正方形」 

令 和 ４ 年 ９ 月 ２ １ 日 （ 水 ） 

５校時（１３：３５～１４：２０） 

第２学年１組  児童数２６名 

会  場   ２ 年 １ 組 教 室 

授 業 者      山 田  篤 

 

１ 単元名 「長方形と正方形」 

 

２ 単元の目標 

  平面図形に進んで関わり、図形についての感覚を豊かにしながら、三角形、四角形な

どの構成要素を捉え、それらの意味や性質を理解する。また、図形を構成する要素に着

目して捉える力を養うとともに、それらを今後の生活や学習に活用しようとする態度を

養う。 

 

３ 単元の評価規準 

【知識・技能】 

三角形や四角形、直角、長方形、正方形、直角三角形の意味や性質を理解するとともに、

紙を折って直角を作ったり、長方形や正方形などを作図したりすることができる。 

 【思考・判断・表現】 

辺や頂点など図形を構成する要素に着目し、三角形や四角形、長方形や正方形などの特徴

を見いだし、説明している。 

 【主体的に学習に取り組む態度】 

身の回りにあるものの形の中から、三角形や四角形、長方形や正方形などを見付け図形と

して捉え、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気付き今後の生

活や学習に活用しようとしている。 

 

４ 単元について 

（１） 児童の実態 

本学級の児童は、学習ヘの関心が高い児童が多く、意欲をもって取り組むことができてい

る。一方で、難しいことに対して抵抗がある児童もおり、自分でできないと思ってしまうと

学習活動をやめてしまう児童もいる。教師が過去の経験を児童に聞いたり、既習事項を思い

返したりすることを通して、これから取り組む学習の興味関心をもてるように工夫している。 

２期「水のかさのたんい」の学習では、学習指導要領におけるリットルやデシリットルの

表記が「Ⅼ」や「ｄⅬ」であることに対して、日常生活の中には以前の表記である「ℓ」や「ｌ」

の表記がまだ多く存在していることを学習した。教師が提案したということもあるが、児童

は翌日からリットルの表記探しに励み、牛乳パックやアルコールスプレー、家庭で使ってい

る小瓶や保護者の健康診断表等、自分で持って行ってよいか保護者に許可を得て、学校へ持

ってきては授業の中で紹介をしていた。日常生活の中から、算数的な視点でものを探すこと

について、関心の高さを伺うことができた。 

また、本単元の既習事項がどの程度身に付いているかどうかについてレディネステストを

実施した。結果は以下の通りである。 
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９月２日実施（対象 ２年１組 ２６名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  今回のレディネステストの結果から、基本的な図形についての認識は全員ができていた。

しかし身の回りから形を見いだす問題には、思いつかなかった児童が数人いた。今回は個別

の生活経験から思いつくかどうかを問いたかったが、聞き取ってみると思いつく児童もいた。

したがって、「さんかく」や「しかく」のものは想像できてもそれを表現することに課題が見

られた。 

  また、「さんかく」のものは食品の箱も多く含まれていたが、「しかく」のものでは、食品

の箱はあまり出てこなかった。生活をしている中で、四角形は敷き詰めやものを並べる際に、

比較的やりやすい面があり、生活用品の中にたくさんあることを経験の中から見いだしてい

るのではないかと考えられる。そして、児童が思いついたものの中では、「せんたくばさみ」

や「牛乳パック」など、概形として「さんかく」や「しかく」を捉えているものもあった。 

本時では、児童のこれまでの経験において、「さんかく」「しかく」と言い表してきたもの

を１つの観点（直線の本数、または角の数）において分類することを通して、図形の仲間分

けを行う。これまで見た目だけで曖昧としていた図形の概念について、学んできた構成要素

を基にして算数の分類方式に基づいた知識を身に付けられるようにしたい。 

 

（２）学習指導要領での扱い 

第３章 各学年の目標及び内容  

 第２節 第２学年の目標及び内容  

 Ｂ 図形 

  Ｂ(１)三角形や四角形などの図形  

（１）図形に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

   ア 次のような知識及び技能を身に付けること。  

結果 

１ ２６人中正答２６人  

２ ２６人中正答２６人  

３ ２６人中正答２６人  

（ただし、１、２については、定規

を用いてかいた児童が７人） 

 

４ １つ以上書いた児童 ２０名 

主な回答 

いちご、おにぎり、サンドイッチ、

ケーキ、にんじん、チーズ、りすの

耳、三角定規、鼻、積み木、ピラミ

ッド、トライアングル、せんたくば

さみ 

 

５ １つ以上書いた児童 １９名 

主な回答 

タブレット、ふでばこ、学校の目

標、教室のタイマー、消しゴム、サ

イコロ、黒板、漢字黒板、名札、本、

牛乳パック、つくえ、手紙、ブロッ

ク、下敷き、板チョコ、豆腐 
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    (ア) 三角形，四角形について知ること。  

    (イ) 正方形，長方形，直角三角形について知ること。  

   イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。  

    (ア) 図形を構成する要素に着目し，構成の仕方を考えるとともに，身の回りのもの

の形を図形として捉えること。  

（『小学校学習指導要領解説 算数編』より抜粋）  

  ２年生では、三角形や四角形、正方形、長方形、直角三角形について図形を構成する辺や

頂点の数に着目し、図形を弁別することを指導する。１年生において、「さんかく」「しかく」

などと呼び図形を捉えていたが、それらについて『３本の直線で囲まれている形を三角形』

といい、『４本の直線で囲まれている図形を四角形』ということを約束する。正方形や長方形

についても同様で、辺の長さや直角といった図形を構成する要素に着目して児童がこれらの

図形について理解を深めていくことが大切である。身の回りにあるいろいろな形を仲間分け

する活動を通して、図形の弁別へとつなげていきたい。 

 

（３）「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」との関連 

(３)協同性 

友達と関わる中で，互いの思いや考えなどを共有し，共通の目的の実現に向けて，考えた

り，工夫したり，協力したりし，充実感をもってやり遂げるようになる。 

(６)思考力の芽生え 

身近な事象に積極的に関わる中で，物の性質や仕組みなどを感じ取ったり，気付いたり

し，考えたり，予想したり，工夫したりするなど，多様な関わりを楽しむようになる。ま

た，友達の様々な考えに触れる中で，自分と異なる考えがあることに気付き，自ら判断した

り，考え直したりするなど，新しい考えを生み出す喜びを味わいながら，自分の考えをより

よいものにするようになる。 

(８)数量や図形，標識や文字などへの関心・感覚 

 遊びや生活の中で，数量や図形，標識や文字などに親しむ体験を重ねたり，標識や文字の

役割に気付いたりし，自らの必要感に基づきこれらを活用し，興味や関心，感覚をもつよう

になる。 

(９) 言葉による伝え合い 

先生や友達と心を通わせる中で，絵本や物語などに親しみながら，豊かな言葉や表現を身

に付け，経験したことや考えたことなどを言葉で伝えたり，相手の話を注意して聞いたり

し，言葉による伝え合いを楽しむようになる。 

（『幼稚園教育要領解説』 第１章第２節より抜粋）  

本単元では、１年生までのいろいろな形の仲間分けについて、図形の構成要素を基にして

弁別を行っていく。そのために、既習事項や経験の中から自分なりに思考したことをグルー

プで話し合ったり、話合いの中で友達と考えを共有したりしていく。共有した考えを生かし

て、数量や図形、文字などへの関心を引き出し、三角形や四角形、長方形や正方形、直角三

角形の要素に気付かせ、それらの図形について理解を深めていく。 

 

５ 研究主題との関連 

（１） 期のねらいとの関わり 

３期の活動では、身近な箱の形の構成要素に気付いたり、手順書を読んでおもちゃを作

ったりすることができることをねらいとしている。その中で算数科において、『辺や頂点な

ど図形を構成する要素に着目し、三角形や四角形、長方形や正方形などの特徴を見いだす。』

（「５歳児から小学校低学年までを連続した時期として捉えた指導計画 第２学年 算数」

より）ことをねらいとしている。 

これまでいろいろな形として「さんかく」「しかく」「まる」などと総評した言い方で形

を捉えていたものを、既習事項を生かして分類整理していく。教科の学習を意識した分類
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をすることで、図形の知識を身に付けられるようにする。そのときに、身の回りに見られ

る様々な形を分類整理させるような環境設定をすることで、日常の生活においても「三角

形」「四角形」と「さんかく」「しかく」の違いを意識できるようにしていく。 

 

（２） 主題に迫る手だて 

①「かたち」と「図形」を意識できるような環境設定【CD・CK・CO】 

就学前施設では遊びを通した総合的な指導が行われるのに対して、小学校では教科の目

標や内容に沿った教材を用いた指導が主体となる。就学前の経験を生かし、単元の学習の

導入においては日常の生活の中で見られるものを用い、少しずつ教科の特性に迫っていく

活動を取り入れることで、児童が興味関心を高めながら学習に取り組むことができると考

える。そこで、本単元では児童が普段親しんでいるお菓子や日常の生活にあふれているも

のを通して「さんかく」や「しかく」という言葉を引き出し、形への関心を高められるよ

うにする。さらにその中から、算数で学習した「直線」という概念を用いることで「三角

形」や「四角形」という分類へつなげていきたい。 

  ②意図的なグループ構成による学習【AH・CK・CO】 

教科書では、本時の扱いについて個人での形の分類作業から「三角形」や「四角形」の

定義について知るようになっている。本授業では、身の回りにあるものの形を分類させる

ことを導入とするので、既習事項を基にした意図的なグループ構成における授業展開を行

っていく。グループの中に、『既習事項が身に付いている子』『既習事項が不十分な子』を

含めることはもちろん、『幼児期の終わりまでに育ってほしい姿』における「協同性」や「言

葉による伝え合い」の表出をねらうために、『周りの友達と協力して学習に取り組める子』

や『話合い活動が十分にできる子』などの視点からもグループ構成を行っていく。そうす

ることで、算数の内容を身に付けるだけでなく、その他の指導の効果が高まると考えてい

る。 

 

６ 単元の指導経過（算数科全１０時間／関連教科 国語・生活・図工） 

主となる教科(算数科)と 

関連する教科の内容 

予想される児童の  

思いや考え 

学習活動の工夫や  

学習環境の設定等  

教師の関わり方 

評価規準 

【観点・評価方法】 

三角形と四角形（３時間） 

辺や頂点の数に着目して図

形を分類する活動を通して、

三角形、四角形の意味や性質

を理解する。【本時 ２時間扱

い】 

○身の回りのいろいろなか

たちを辺や頂点の数に着

目して仲間分けをする。 

○｢三角形｣、「四角形」の意

味や性質を理解する。 

○用語「辺」「頂点」を知る。 

 

○図形を弁別する活動など

を通して、三角形、四角形に

ついての理解を確実にする。 

 

 

 

○見たことあるも

のがたくさんあ

るね。おもしろ

そう。 

○「さんかく」と

「しかく」があ

りそうだよ。 

○どうやって分け

たらいいかな。 

○ちゃんと周りが

囲まれてないと

いけないんだよ

ね。（隙間があっ

たらダメだね。） 

 

 

 

 

 

○児童が主体的に

学習に関われる

よう、身の回り

にある形を用い

て仲間分けをし

ていく。 

○１年生の時の既

習事項を適宜想

起させるような

発 問 を 意 識 す

る。 

○グループで取り

組むことで、い

ろいろな意見を

交流することが

できるようにす

る。 

図形の辺や頂点の

数に着目して、図形

を分類しようとし

ている。【主・観察、

ホワイトボード】 

三角形、四角形の意

味や性質を理解し

ている。【知・観察、

ノート】 

 

 

 

 

三角形や四角形を

弁別したり、格子点

を結んで作図した

りすることができ

る。【知・観察、ノー

ト】 
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関連 

国語「ことばでみちあんな

い」「そうだんにのってくだ

さい」（相手に伝わるように

話したり、大事なことを落と

さずに聞いたりする。） 

 

 

 

 

 

 

 

三角形や四角形の

弁別の仕方を、構成

要素などを観点と

して考え、説明して

いる。【思・観察、ホ

ワイトボード】 

長方形と正方形（５時間） 

○直角の意味を知り、身の回

りから直角を見付けること

ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○長方形を構成要素に着目

して見ることを通して、長方

形の意味や性質を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○正方形を構成要素に着目

して見ることを通して、正方

形の意味や性質を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○角の形が「かっ

くん」ってして

いるよ。 

○四角形でも「な

がしかく」と「ま

しかく」がある

ね。 

○自分の作った直

角とぴったり重

なったよ。 

○ 四 角 形 の 中 に

も、もっと仲間

分けがあったん

だね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○自作の直角を用

いて、身の回り

から自由に直角

を見付ける活動

を行う。 

○見付けた直角を

友達同士教え合

うことで、日常

生活でも探して

みようという意

欲をもたせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

直角の意味を知り、

紙を折って直角を

作ることができる。

【知・観察、ノート】 

身の回りにあるも

のの形の中から直

角を見付けようと

している。【主・観

察、ノート】 

 

 

 

 

 

長方形は４つの角

が直角になってい

る四角形で、対辺の

長さが等しいこと

を理解している。

【知・観察、ノート】 

図形の置かれた位

置に関係なく、長方

形の意味や性質を

見いだし、説明して

いる。【思・観察、ノ

ート】 

 

正方形は４つの角

が直角で、４辺の長

さが等しい四角形

であることを理解

している。【知・観

察、ノート】 

図形の置かれた位

置に関係なく、正方

形の意味や性質を

見いだし、説明して

いる。【思・観察、ノ

ート】 

 

 

 
「さんかく」と「しかく」を  

もっと仲間分けしてみよう
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○長方形、正方形を対角線で

分割してできた三角形を、構

成要素に着目して見ること

を通して、直角三角形の意味

や性質を理解する。 

 

 

 

○方眼を利用した長方形、正

方形、直角三角形のかき方

を、方眼の仕組みや図形の性

質に着目して考え、作図する

ことができる。 

 

関連 

図工「いろいろもよう」「の

りのりお花紙で」（できた模

様や切った形を学習した図

形で表す。） 

生活「作ってためして」（お

もちゃを作ったり、改良した

りするときに三角形や四角

形などの形にしてみる。） 

○家でおにいちゃ

んやおねえちゃ

んが使っていた

よ。 

○直角が１つしか

ないんだね。 

○直角三角形は目

にする機会が少

ないので、教室

の中に教師用三

角定規などを見

えるところに置

いておく。 

直角三角形は１つ

の角が直角になっ

ている三角形であ

ることを理解して

いる。【知・観察、ノ

ート】 

 

 

方眼を用いて、長方

形、正方形、直角三

角形を作図するこ

とができる。【知・観

察、ノート】 

方眼を利用した長

方形、正方形、直角

三角形のかき方を、

方眼の仕組みや図

形の性質に着目し

て考え、作図してい

る。【思・観察、ノー

ト】 

まとめ（２時間） 

○単元の学習の活用を通し

て事象を数理的に捉え論

理的に考察し、問題を解決

する。 

○学習内容の定着を確認す

るとともに、数学的な見

方・考え方を振り返り価値

づける。 

 

○周りには、いろ

いろな形がある

ね。 

○家でも見付けて

みよう。 

○学習したことを

生かして、身の

回りから長方形

や正方形、直角

三角形を探すこ

とができるよう

にする。 

学習内容を適切に

活用して筋道立て

て考え、問題を解決

している。【思・観

察、ノート】 

学習内容を生活に

生かそうとしてい

る。【主・観察、ノー

ト】 

基本的な問題を解

決することができ

る。【知・観察、ノー

ト】 

数学的な着眼点と

考察の対象を明ら

かにしながら、単元

の学習を整理して

いる。【思・観察、ノ

ート】 

単元の学習を振り

返り、価値付けた

り、今後の学習に生

かそうとしたりし

ている。【主・観察、

ノート】 
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７ 本時の指導 

（１）ねらい 

○辺や頂点の数に着目して図形を分類する活動を通して、三角形、四角形の意味や性質を

理解する。【知識・技能】 

 

（２）本時の指導経過 

時

間 

学習活動と主な発問 

児童の反応 

※指導上の留意点 

☆環境の構成 ◎評価 

５

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１

５ 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 知っている形の名前について出し合う。 

Ｔ （これまでに学習した）形の名前で知っているも

のはなんですか？ 

Ｃ さんかく  Ｃ しかく  Ｃ まる 

Ｃ 三角形って知ってるよ。 

Ｃ 四角形もあるよ。 

Ｃ １年生の時に、五角形や六角形っていうのも聞い

たことあるよ。 

Ｔ 今出てきた形の名前の中から、今日は仲間分けを

してもらおうと思います。 

 

 

 

２ 身の回りにある形を仲間分けする。 

Ｔ まずは自分でどう分けられるか考えてみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※これまでの経験から知ってい

るものを引き出す。第１学年

の時にこの先の学習として

「三角形」や「四角形」などの

用語には触れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※身の回りに見られる形から仲

間分けができるように、準備

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いろいろなかたちを なかまわけしよう 

提示する「さんかく」「三角形」「しかく」「四角形」 

①さんかく   ②さんかく   ③さんかく（三角形） 

 

 

 

 

 

 

④三角形   ⑤三角形  
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２

０

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ 自分の考えがまとまりましたか。では、グループ

になって、仲間分けをしてみましょう。 

 

Ｃ１ ①と②と③と④と⑤はさんかく。⑥と⑦と⑧と

⑨と⑩はしかく。 

Ｃ２ ①と④と⑥はおかし。②と③と⑤と⑦と⑧と⑨

と⑩はそれ以外。 

Ｃ３ ③と④と⑤と⑥は黄色。①と②と⑦と⑧と⑨と

⑩はそれ以外。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 仲間分けを発表する。 

Ｔ どんな仲間分けになったのかグループごとに発

表してください。 

Ｃ ①と②と③と④と⑤の仲間と、⑥と⑦と⑧と⑨と

⑩の仲間にしました。 

Ｔ どんな形で分けましたか。 

Ｃ 「さんかく」と「しかく」です。 

Ｔ 他のグループもどうですか。 

Ｃ 同じです。 

Ｔ そうですね、さんかくとしかくの仲間に分けられ

るようです。２つに分けることができたので、こ

れをさらに違う分け方で仲間分けをしてみまし

ょう。 

 

４ 分けた仲間を、さらに分類していく。 

Ｔ 今分けてみた「さんかく」のグループと「しかく」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆グループでの仲間分けには、

ホワイトボードを用いて分け

たものを発表に使えるように

する。 

 

※Ｃ２やＣ３の分け方をしてい

るグループがあったら、形に

着目していないので机間指導

で「かたちに注目」という問題

をもう一度見直させる。 

※既習事項を基にして、「さんか

く」と「しかく」の仲間分けを

しているかどうか机間指導す

る。 

 

 

 

 

 

※ここでは、形に着目して分け

れば「さんかく」と「しかく」

にしか分けられないと思うの

で、時間をあまり使わないよ

うにして、確実に仲間分けを

していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※話合いの中で出てきた言葉に

ついては、ホワイトボードに

⑥しかく    ⑦しかく    ⑧しかく  

 

 

 

 

 

 ⑨四角形    ⑩四角形 
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のグループをさらに分けてもらいます。どんな分

け方をしたのかもグループで話し合ってみまし

ょう。 

さんかくの仲間 

Ｃ４ ①と②と③、④と⑤。丸い線とまっすぐの線で

分けた。 

Ｃ５ ①と②と③、④と⑤。かどが丸いのととんがっ

ているので分けた。 

Ｃ６ ①、②と③と④と⑤。丸い線と直線で分けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかくの仲間 

Ｃ７ ⑥と⑦と⑧、⑨と⑩。角が丸いのととんがって

いるので分けた。 

Ｃ８ ⑥と⑦と⑧、⑨と⑩。丸い線と直線で分けた。 

 

５ ２回目の仲間分けを発表する。 

Ｔ では、グループでどんな分け方をしたのか発表し

てみましょう。「さんかく」のほうから発表して

ください。 

Ｃ 角が丸いのと、とんがっているので分けました。 

Ｃ ③は、周りの黒いところは角が丸いけど、黄色い

ところはとんがっています。 

Ｃ 丸い線とまっすぐの線で分けても同じ分け方に

なります。 

Ｔ まっすぐの線って、どんな言い方をしましたか。 

Ｃ 直線です。 

Ｔ 「しかく」の方はどうですか。 

Ｃ 「さんかく」の仲間と同じように角の形で分けら

れました。 

Ｃ こっちのグループも、丸い線と直線で分けてみま

した。 

Ｔ 角や線の形でさらに仲間分けができたようです

ね。 

  「さんかく」の中で、①と②と③の仲間と、④と

⑤の仲間に分けられます。同じように「しかく」

の中で、⑥と⑦と⑧の仲間と、⑨と⑩の仲間に分

けられました。 

 

 

 

メモを取るようにさせる。 

 

 

※③については、外側で見るか

内側に注目するかによって変

わるので、どこを見ているの

かをはっきりさせるようにす

る。 

※頂点や辺の数に着目して、図

形を分類しているかどうかを

見取る。 

 

※まわりの線については、既習

事項である「直線」という言葉

を確実に発表の中で触れるよ

うにする。 
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５

分 

 

 

 

 

 

６ 「三角形」「四角形」の用語を知る。 

Ｔ 今、グループで分けてもらった仲間に新しい名前

が付けられます。 

  「さんかく」の方は、線が何本ありますか。 

Ｃ ３本です。 

Ｔ ということは、「しかく」の方は？ 

Ｃ ４本あります。 

Ｔ 「さんかく」の方には、こういう名前がついてい

ます。 

 

 

 

Ｔ 「しかく」の方は、なんという名前か分かります

か。 

Ｃ 四角形だと思います。 

 

 

 

Ｔ 次の時間は、もっと詳しく三角形と四角形を調べ

てみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎直線の数によって、三角形や

四角形の名称が分かれている

ことの意味を理解している。

【知・発表】 

 

 

 

 

※三角形の意味理解から、四角

形の名前が推測できるよう

に、児童に問うようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３本の直線でかこまれた形を三角形といいます。  

４本の直線でかこまれた形を四角形といいます。 
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（３）板書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （４）環境図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○各グループに、仲間分け用のホワイトボード２枚とホワイトボードマーカーを用意する。 

○ホワイトボードで分けるものも、実物を印刷したものを準備し、視覚的に分けやすくする。 

 

 

 

 

９ /２１ 

黒板 

知っているかたち  

さんかく しかく まる  

いろいろなかたちを なかまわけしよう 

本時で扱う 

図形の写真 

 

さんかくのなかま 

 

しかくのなかま 

もっとわけてみたら・・・ 

 

さんかくのなかま 

 

３本の直線でかこまれた形を  

三角形といいます。  

しかくのなかま 

  

４本の直線でかこまれた形を  

四角形といいます。  

グループごとの机 

 
グループ  

ごとの机 

 
グループ  

ごとの机 

 
グループ  

ごとの机 
 

グループ 

ごとの机 

 
グループ 

ごとの机 
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（５）評価の観点（授業参観の視点） 

 〈児童〉○グループで身の回りにある形を用いて分類することで、児童が関心をもって活

動していたか。 

     ○教科書では概形の三角形と四角形を分類することを行っているが、身の回りに

ある形から分類をさせたことで、児童が既習事項を想起することができていた

か。 

 〈教師〉○複数の形の仲間分けを主体的に取り組めるように、グループで学習を進めたこ

とは適切だったか。 

○身の回りにある形を用いて分類することは、児童が関心をもつ教材となってい

たか。 

○机間指導や話合い活動において、三角形や四角形の特徴を捉えるための、適切

な発問や指導、助言ができていたか。 

 

８ 協議会記録 

（１）研究協議 

○教科書は形がはっきりと三角形・四角形で分かれているが、身の回りの形からの仲間分

けにした。（小） 

○グループ活動について、１回目は参加できる子できない子がいた。２回目はさんかくを

分けるときに、教師の児童への声掛けや助言で参加できていてよかった。（小） 

  ○ホワイトボードを黒板に掲示することで子ども同士も共有できて気付きが生まれていく

のではないかと思う。教師主導になってしまった部分もあった。（小）  

  ○三角形を分類する際に直角に着目してしまうが、「さんかく」の仲間に①の写真があった。

それにより、「とんがってる」・「とんがってない」の視点をもつことができた。それを「し

かく」にも生かすことができた。（幼） 

 

（２）指導講評 

  ○本時の子どもたちの形の分け方がさまざまだった。分ける前に「さんかく」「しかく」と

書いていたり、分けてから書いていたり、グループによっていろいろだった。イニシア

チブをとる児童によって違う。  

  ○本時の授業ではあえて取り上げなかったものもあり、教師の意図が見えている。  

  ○さんかくを分けるとき、重ねて角が合うかどうかで分けている児童がいた。一人では難

しいので友達とやっている。見て分けるだけでなく、就学前の直接的な体験と抽象的な

ところがより結び付いている。 

  ○子どもたちの幼稚園からの「かたち」というものに対する感覚。子どもたちが既習事項

を使って問題を解決する姿勢が見られた。今日の１時間だけで完結せず、今後もつなが

っていくと子どもたちが予想していた。その姿勢が見えている。 


